
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程：９月29日、10月６日・13日・20日（各火曜日・全４回の連続講座） 
時間：午前10時～11時30分 
会場：武蔵野プレイス４階フォーラム 
対象：武蔵野地域自由大学学生 
定員：100 名（超えた場合抽選）    
応募方法等、詳しくは裏面をご覧ください。 

武蔵野地域自由大学学生限定講座 
※この講座を受講するには、武蔵野地域自由大学への入学が 

必要です。詳しくは裏面をご確認ください。 

自由大学講座 2026【後期】 

習近平新時代の 
中国と世界 

遊川 和郎   大泉 啓一郎  講師 

（亜細亜大学アジア研究所 教授）  （亜細亜大学アジア研究所 教授） 

講師 

世界情勢は「百年に一度の大変局」と言われるように、これまで信じ
ていた国際秩序が揺らぎ、大きな地殻変動が生じていることを感じさ
せます。なかでも異例の長期政権を続ける習近平体制の中国の動向に
は国際社会の強い関心が向けられています。 
我が国はこの大国とどう向き合っていけばよいのでしょうか。本講

座では、いくつかの視点から中国の置かれている現状を分析し、将来を
展望します（講師：記）。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

講師 遊川 和郎（ゆかわ かずお）  
東京外国語大学中国語学科卒業、上海復旦大学留学（政府奨学金）。外務省専門調査員（在香港日本総領事館、在中国

日本大使館）、北海道大学大学院メディア・コミュニケーション研究院准教授、教授を経て 2012 年から現職。 

著書（単著）に、『中国を知る』（2007 年、第２版 2011 年日本経済新聞出版社）、『香港返還 20 年の相克』（2017 年日本

経済新聞出版社）。 

共編著に『習近平「一強」体制の行方』（2022 年文眞堂）、『点検 習近平政権 長期政権が直面する課題と展望』（2023

年文眞堂）、『新中国産業論』（2024 年文眞堂）など。 

 

講師 大泉 啓一郎（おおいずみ けいいちろう） 

1963 年大阪市生まれ、1988 年京都大学農学研究科修士課程修了。博士（地域研究）。民間調査機関（日本総合研究所な

ど）を経て 2019 年より亜細亜大学アジア研究所教授。専門分野はアジア経済論、人口動態と経済社会。 

著書に、『老いてゆくアジア』（2017 年中公新書）、『消費するアジア』（2011 年中公新書）、『新貿易立国論』（2018 年文

春新書）など。 

■募集要項 
対象：武蔵野地域自由大学学生   費用：無料 
定員：100 名(超えた場合は抽選)    会場：武蔵野プレイス 4階フォーラム 

 

■申込方法（①～③いずれかの方法でお申込ください） 

① から申込み 

（https://yoyaku.musashino.or.jp/mnet/web/index.jsp?MODE=2） 

※インターネットで抽選結果が確認できます。（結果公開期間：９月 17 日（木）～ ９月 29日（火）） 

②武蔵野プレイス３階自由大学事務局窓口へ来館（お申込み用紙にご記入いただきます） 

③自由大学学生の方は自由大学事務局へ電話（0422-30-1904） 

 
■武蔵野地域自由大学へ入学するには･･･ 
対 象：18 歳以上の武蔵野市在住・在勤、杉並区・西東京市在住の方(高校・大学生を除く) 

費 用：無料 

手続き：武蔵野プレイス 3階自由大学事務局へお越しください。 

     ※マイナンバーカード・運転免許証などの住民登録のわかる書類（原本）をご提示ください。 

     ※在勤の方は、①社員証（勤務先の所在地が武蔵野市内と確認できるもの）の提示 ②在勤証明書等

の提出 ③入学願書内の「勤務先の代表者による証明欄」への記入・捺印、のいずれかで在勤を確

認します。 
※お申込み時にいただいた個人情報は「武蔵野市文化・スポーツ・生涯学習ネット」を運営する武蔵野文化生涯学習事業団が管理

運営する施設の予約及び教室の実施・運営に必要な範囲内で使用いたします。それ以外の目的で使用することはありません。 

 

締切:９月 11 日（金） 

主 催：武蔵野市教育委員会 
問合せ：武蔵野地域自由大学事務局（武蔵野プレイス３階）TEL：0422-30-1904 

自由大学講座 2026【後期】 

 
【各回予定テーマ】※第 1,2,4 回を遊川先生、第 3回を大泉先生がご担当されます 
  第１回：習近平新時代で中国は何が変わったのか 

第２回：中国と台湾、香港 
  第３回：人口動態から見た中国経済と ASEAN 
  第４回：習近平の中国と日本 
   


